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1   はじめに 
文部科学省先端施設共用促進事業（2016 年度開始

の 5 か年の委託事業）のもとで、放射光施設を有す

る 6 機関と大型レーザー施設を有する 2 機関のネッ

トワークとして光ビームプラットフォームが形成さ

れている[1]。この事業では、施設の連携を活かす取

組として、ラウンドロビンによる放射光施設間の実

験データの互換性検証を進めており、硬 X 線 XAFS
と硬 X線光電子分光は 2016年度から、軟 X線 XAFS
は 2017 年度から着手した。軟 X 線 XAFS では、当

初は基板にとりつけた同一試料を各施設に順繰りに

渡して測定する方法をとったが、長期間大気に暴露

すると試料が吸湿する場合があることや、個々の施

設に適した試料の準備が出来ないことなどから、

2018 年度からは各ビームラインで最適な方法で実験

材料を取り付けて測定する方針に変更した。今回、

我々はそれに沿って BL-16A で実験を行った。 
 

2   実験 
軟 X 線 XAFS の実験計画全体としては 50～5000 

eV に吸収端を持つ元素を対象として試料を選定し
（表 1）、その中で各施設・ビームラインで実験可
能な対象を選択することにしている。今回の BL-
16A の実験では表 1 の中で下線を付けた吸収端を選
び、表 2 に示す掃引条件で全電子収量法を用いて実
験を行った。実験試料は、試料台に導電性カーボン
テープを貼り、そこに微粉化した粉末試料を薄く押
し付けて固定化することで作成した。なお、BL-
16A の試料位置におけるビームサイズは，おおむね
0.1 mm（垂直）×0.5 mm（水平）程度、光子数は 
1010~1012 photons/s である[2]。  
 

 
3   結果および考察 

実験で得られた XAFS スペクトルを図 1 に示す。

他施設で得られた実験結果との比較においては、チ

ャージアップ等によってベースラインは影響を受け

やすいことや、光学系の分解能によってスペクトル

形状の鋭さが影響を受けることなどを予め念頭にお

く必要がある。また、軟 X 線 XAFS の実験において

は、通常はエネルギー（横軸）は Au 等のスペクト

ルを基準として相対的に掃引条件を設定するために、

基準物質やそのスペクトルのピーク位置の判断など

によって、オフセットが生じやすい。同じビームラ

インで得られる実験結果の間では系統的な要因とし

て問題視されることはあまり無いが、異なるビーム 

表 1 全体計画と今回の実験対象 
試料 吸収端  試料 吸収端 

HOPG C-K  MgO Mg-K 
graphite C-K  α-Al2O3 Al-K 

NiO O-K  Si-wafer Si-K 
Ni-L  (EXAFS) 

LiCoO2 O-K  SiO2 Si-K 
Co-L  (EXAFS) 

BN B-K  FePO4 P-K 
N-K  K2SO4 Si-K 

LiF Li-K  (EXAFS) 
F-K  NaCl Cl-K 

rutile-
TiO2 

O-K  KCl K-K 
Ti-L  Ca(OH)2 Ca-K 
Ti-K   
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ラインで得た実験結果との比較では注意が必要とな

る。我々の実験でもスペクトル形状は同じでも施設

間で生データはピーク位置が 4 eV 程度異なる場合が

あった。この場合、エネルギーを補正すればスペク

トルは重なる。これらを踏まえて判断すれば、施設

間で実験データは良い一致を示した。 
なお、フッ素系材料や絶縁性の金属酸化物などで

はチャージアップが起きやすいが、今回の実験でも、

ベースラインの形状から判断すると BN、LiF、MgO
ではチャージアップが起きていると考えられた。他

施設での経験を踏まえ、試料は導電性テープに薄く

均一につけるように心がけたが、取り付け方法につ

いてさらに検討の余地があると思われる。 
 

4   まとめ 
軟 X 線 XAFS の場合、ビームラインの汚染、高次

光や迷光、回折格子のメカ的な諸要因、チャージア

ップなど、様々な点に留意する必要がある。そのよ

うな知見を深め、ユーザーに安心して実験を行って

いただける環境を作るために、光ビームプラットフ

ォームはラウンドロビンが有用と考えて検討を進め

ている。また得られた結果は、基盤的なデータとし

て価値があることから、ラウンドロビンを実施して

いる各施設では、報告書やホームページ等により情

報公開を進めている。詳しくは各機関のwebsiteをご

覧頂きたい。光ビームプラットフォームのwebsiteで
もそれらのリンク情報を発信している。 
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表 2 実験条件 
  

 
 

図 1 実験結果 
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